
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】手術用ステープル留め・切断器械を、ハンドア

シスト式腹腔鏡下手術を行う際に最適に取り扱えるよう

にさらに改良する。

【解決手段】手術用ステープラー２０のカバー２００は

、手術用ステープラー２０の周りに取り付けるための形

状および寸法に形成されたカバー本体を含み、第１カバ

ー部材２１０および第２カバー部材２１２からなる。カ

バー本体は、実質的に滑らかな外側表面と、手術用ステ

ープラー２０の周りに配置するための形状および寸法に

形成された凹状部分２１８、２３２とを含む。

【選択図】図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー の た め の カ バ ー に お い て 、
　 前 記 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー の 周 り に 取 り 付 け る た め の 形 状 お よ び 寸 法 に 形 成 さ れ た カ バ ー
本 体 で あ っ て 、 実 質 的 に 滑 ら か な 外 側 表 面 、 お よ び 前 記 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー の 周 り に 配 置
す る た め の 形 状 お よ び 寸 法 に 形 成 さ れ た 凹 状 部 分 を 含 む 、 カ バ ー 本 体 、
　 を 備 え る 、 カ バ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の カ バ ー に お い て 、
　 前 記 カ バ ー 本 体 が 、 第 １ カ バ ー 部 材 、 お よ び 第 ２ カ バ ー 部 材 を 含 む 、 カ バ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の カ バ ー に お い て 、
　 前 記 第 １ カ バ ー 部 材 、 お よ び 前 記 第 ２ カ バ ー 部 材 が 、 リ ビ ン グ ヒ ン ジ に よ っ て 接 続 さ れ
て い る 、 カ バ ー 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の カ バ ー に お い て 、
　 前 記 第 １ カ バ ー 部 材 、 お よ び 前 記 第 ２ カ バ ー 部 材 が 、 ス ナ ッ プ 式 の 接 続 に よ っ て 選 択 的
に 接 続 さ れ る 、 カ バ ー 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の カ バ ー に お い て 、
　 前 記 第 １ カ バ ー 部 材 が 、 外 側 表 面 、 お よ び 中 央 凹 部 を 含 む 反 対 側 の 内 側 表 面 を 含 み 、
　 前 記 第 ２ カ バ ー 部 材 が 、 外 側 表 面 、 お よ び 中 央 凹 部 を 含 む 反 対 側 の 内 側 方 面 を 含 む 、 カ
バ ー 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の カ バ ー に お い て 、
　 少 な く と も １ つ の シ ー ル 部 、
　 を さ ら に 含 み 、
　 前 記 シ ー ル 部 は 、 前 記 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー に 係 合 す る た め に 前 記 凹 状 部 分 に 沿 っ て 形 成
さ れ て い る 、 カ バ ー 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の カ バ ー に お い て 、
　 前 記 カ バ ー が 、 第 １ 端 部 、 お よ び 第 ２ 端 部 を 含 み 、
　 第 １ シ ー ル 部 が 、 前 記 カ バ ー の 前 記 第 １ 端 部 の 近 傍 に 配 置 さ れ て お り 、
　 第 ２ シ ー ル 部 が 、 前 記 カ バ ー の 前 記 第 ２ 端 部 の 近 傍 に 配 置 さ れ て い る 、 カ バ ー 。
【 請 求 項 ８ 】
　 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー に お い て 、
　 第 １ 近 位 端 部 に あ る ハ ン ド ル と 、
　 反 対 側 の 遠 位 端 部 に あ る エ ン ド エ フ ェ ク タ ー と 、
　 前 記 ハ ン ド ル を 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ ー に 接 続 す る 少 な く と も １ つ の 構 造 板 と 、
　 前 記 構 造 板 の 周 り に 配 置 さ れ た カ バ ー で あ っ て 、 前 記 構 造 板 の 周 り に 取 り 付 け る た め の
形 状 お よ び 寸 法 に 形 成 さ れ た カ バ ー 本 体 を 含 み 、 前 記 カ バ ー 本 体 が 、 実 質 的 に 滑 ら か な 外
側 表 面 、 お よ び 前 記 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー の 前 記 構 造 板 の 周 り に 配 置 す る た め の 形 状 お よ び
寸 法 に 形 成 さ れ た 凹 状 部 分 を 含 む 、 カ バ ー と 、
　 を 備 え る 、 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 開 示 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
〔 発 明 の 背 景 〕
１ ． 発 明 の 分 野
　 本 発 明 は 、 手 術 用 ス テ ー プ ル 留 め ・ 切 断 器 械 （ surgical stapling and cutting instru
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ment） に 関 す る も の で あ る 。 よ り 詳 細 に は 、 本 発 明 は 、 ハ ン ド ア シ ス ト 式 腹 腔 鏡 下 手 術 で
使 用 で き る シ ャ フ ト カ バ ー を 有 す る 手 術 用 ス テ ー プ ル 留 め ・ 切 断 器 械 に 関 す る も の で あ る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
２ ． 従 来 技 術 の 説 明
　 手 術 用 ス テ ー プ ル 留 め ・ 切 断 器 械 （ 例 え ば 、 リ ニ ア 式 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー （ linear sur
gical staplers） ） は 、 ス テ ー プ ル 切 除 術 で 処 置 す る 病 変 の 診 断 お よ び 治 療 に 一 般 的 に 利
用 さ れ て い る 。 手 術 用 ス テ ー プ ル 留 め ・ 切 断 器 械 は 、 肛 門 管 、 口 、 胃 お よ び サ ー ビ ス ア ク
セ ス (service accesses)を 通 し て 導 入 さ れ る 機 械 式 縫 合 装 置 の 経 腔 的 利 用 範 囲 を 広 げ る た
め の 仕 組 み を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ら の 器 械 は 、 一 般 に 、 支 持 フ レ ー ム と 、 支 持 フ レ ー ム に 取 り 付 け ら れ た ア ン ビ ル と
、 複 数 の ス テ ー プ ル を 保 持 す る カ ー ト リ ッ ジ モ ジ ュ ー ル と を 含 ん で い る 。 器 械 は 、 さ ら に
駆 動 部 を カ ー ト リ ッ ジ モ ジ ュ ー ル 内 に 含 ん で お り 、 こ の 駆 動 部 は 、 全 て の ス テ ー プ ル を 同
時 に 押 し 出 し て ア ン ビ ル に 入 れ 、 ス テ ー プ ル を ほ ぼ Ｂ 字 形 状 に 成 形 し 、 組 織 を 縫 合 す る 。
さ ら に 、 こ れ ら の 器 械 は 接 近 機 構  (approximation mechanisms)を 含 ん で い る 。 こ の 接 近
機 構 は 、 組 織 を カ ー ト リ ッ ジ モ ジ ュ ー ル と ア ン ビ ル と の 間 に 入 れ る た め に ア ン ビ ル に 対 し
て 間 隔 を あ け た 位 置 か ら 、 組 織 が ア ン ビ ル と カ ー ト リ ッ ジ モ ジ ュ ー ル と の 間 に ク ラ ン プ 締
め さ れ る 閉 じ た 位 置 ま で 、 カ ー ト リ ッ ジ モ ジ ュ ー ル を 動 か す 。 こ の 器 械 は ま た 、 普 通 、 組
織 を ス テ ー プ ル 留 め す る の と 併 せ て 組 織 を 切 断 す る た め の 切 断 刃 を 含 ん で い る 。 最 後 に 、
こ の 器 械 は 、 ス テ ー プ ル 駆 動 部 を 前 方 へ 動 か し て ア ン ビ ル に 当 て な が ら ス テ ー プ ル を 成 形
す る 発 射 機 構 を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ ら の 手 術 用 ス テ ー プ ル 留 め ・ 切 断 器 械 が 、 ハ ン ド ア シ ス ト 式 腹 腔 鏡 下 手 術 と と も に
利 用 さ れ る こ と は 既 知 で あ る 。 し か し な が ら 、 現 在 、 こ れ ら の 手 術 用 ス テ ー プ ル 留 め ・ 切
断 器 械 を ハ ン ド ア シ ス ト 式 腹 腔 鏡 下 手 術 で 利 用 す る 場 合 、 従 来 の 手 術 用 ス テ ー プ ル 留 め ・
切 断 器 械 が 用 い ら れ て い る 。 当 業 者 に は 確 実 に 分 か る で あ ろ う が 、 従 来 の 手 術 用 ス テ ー プ
ル 留 め ・ 切 断 器 械 は 鋭 利 な 刃 （ sharp edges） を 含 み 、 こ の 鋭 利 な 刃 は 、 ハ ン ド ア シ ス ト
式 腹 腔 鏡 下 手 術 時 に 手 術 用 ス テ ー プ ル 留 め ・ 切 断 器 械 を 通 す シ ー ル 部 の 膜 に 引 っ か か り 、
お よ び ／ ま た は 、 引 き 裂 く こ と が あ る 。 さ ら に 、 手 術 用 ス テ ー プ ル 留 め ・ 切 断 器 械 は 、 保
護 さ れ て い な い さ ま ざ ま な 可 動 部 品 を 含 み 、 こ の よ う な 可 動 部 品 は 、 ハ ン ド ア シ ス ト 式 腹
腔 鏡 下 手 術 の 間 に 遭 遇 す る 体 組 織 お よ び 体 液 に よ っ て 悪 影 響 を 受 け う る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 に 鑑 み て 、 手 術 用 ス テ ー プ ル 留 め ・ 切 断 器 械 を 、 ハ ン ド ア シ ス ト 式 腹 腔 鏡 下 手 術 を
行 う 際 に 最 適 に 取 り 扱 え る よ う に さ ら に 改 良 す る こ と が 望 ま し い 。 本 発 明 は 、 ハ ン ド ア シ
ス ト 式 腹 腔 鏡 下 手 術 中 に 使 用 さ れ る 手 術 用 ス テ ー プ ル 留 め ・ 切 断 器 械 の 性 能 を で き る だ け
効 果 的 な も の に す る よ う に 設 計 さ れ た カ バ ー を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
〔 発 明 の 概 要 〕
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー 用 の カ バ ー を 提 供 す る こ と で あ る 。
こ の カ バ ー は 、 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー の 周 り に 取 り 付 け る た め の 形 状 お よ び 寸 法 に 形 成 さ れ
た カ バ ー 本 体 を 含 み 、 そ の カ バ ー 本 体 は 、 実 質 的 に 滑 ら か な 外 側 表 面 と 、 手 術 用 ス テ ー プ
ラ ー の 周 り に 配 置 す る た め の 形 状 お よ び 寸 法 に 形 成 さ れ た 凹 状 部 分 を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 カ バ ー 本 体 が 、 第 １ カ バ ー 部 材 お よ び 第 ２ カ バ ー 部 材 を 含 む カ バ ー を 提 供 す る こ と も 本
発 明 の 目 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 第 １ カ バ ー 部 材 お よ び 第 ２ カ バ ー 部 材 が リ ビ ン グ ヒ ン ジ （ living
 hinge） で 連 結 さ れ て い る カ バ ー を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 第 １ カ バ ー 部 材 お よ び 第 ２ カ バ ー 部 材 が ス ナ ッ プ 式 接 続 に よ り 選
択 的 に 接 続 さ れ る カ バ ー を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 目 的 は 、 第 １ カ バ ー 部 材 が 、 外 側 表 面 と 、 中 央 凹 部 を 含 む 反 対 側 内
側 面 と を 含 み 、 第 ２ カ バ ー 部 材 が 、 外 側 表 面 と 、 中 央 凹 部 を 含 む 反 対 側 内 側 面 と を 含 む カ
バ ー を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 目 的 は 、 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー に 係 合 す る た め に 、 凹 状 部 分 に 沿 っ て
形 成 さ れ た 少 な く と も １ つ の シ ー ル 部 を 含 む カ バ ー を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 目 的 は 、 カ バ ー が 第 １ 端 部 お よ び 第 ２ 端 部 を 含 み 、 第 １ シ ー ル 部 が
カ バ ー の 第 １ 端 部 の 近 傍 に 配 置 さ れ て い て 、 第 ２ シ ー ル 部 が カ バ ー の 第 ２ 端 部 近 傍 に 配 置
さ れ て い る カ バ ー を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 目 的 は 、 第 １ 近 位 端 に あ る ハ ン ド ル 、 お よ び 、 反 対 側 の 遠 位 端 に あ る
エ ン ド エ フ ェ ク タ ー と 、 ハ ン ド ル を エ ン ド エ フ ェ ク タ ー に 接 続 す る 少 な く と も １ つ の 構 造
板 (structural plate)と を 含 む 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー を 提 供 す る こ と で あ る 。 カ バ ー が 構 造
板 の 周 り に 配 置 さ れ る 。 カ バ ー は 、 構 造 板 の 周 り に 取 り 付 け る 形 状 お よ び 寸 法 に 形 成 さ れ
た カ バ ー 本 体 を 含 み 、 こ の カ バ ー 本 体 は 、 実 質 的 に 滑 ら か な 外 側 表 面 と 、 手 術 用 ス テ ー プ
ラ ー の 構 造 板 の 周 り に 配 置 す る た め の 形 状 お よ び 寸 法 に 形 成 さ れ た 凹 状 部 分 を 含 ん で い る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 お よ び 利 点 は 、 以 下 の 詳 細 な 説 明 か ら 、 添 付 図 面 と と も に 考 慮 す れ ば
明 ら か と な る で あ ろ う 。 添 付 図 面 に は 、 本 発 明 の 特 定 の 実 施 形 態 が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
〔 好 ま し い 実 施 形 態 の 説 明 〕
　 本 発 明 の 詳 細 な 実 施 形 態 が 本 明 細 書 に 開 示 さ れ て い る 。 も っ と も 、 当 然 の こ と な が ら 、
開 示 さ れ る 実 施 形 態 は 発 明 の 例 示 に 過 ぎ ず 、 発 明 は さ ま ざ ま な 形 態 で 実 現 す る こ と が で き
る 。 し た が っ て 、 本 明 細 書 に 開 示 さ れ た 詳 細 は 、 限 定 す る も の と し て 解 釈 す べ き で は な く
、 単 に 特 許 請 求 の 範 囲 の 基 礎 と し て 、 ま た 、 当 業 者 に 本 発 明 を ど の よ う に 製 造 お よ び ／ ま
た は 使 用 す る か を 教 示 す る た め の 基 礎 と し て 解 釈 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ を 図 ２ か ら 図 ５ と 併 せ て 参 照 す る と 、 組 織 を ス テ ー プ ル 留 め お よ び 切 断 す る よ う に
設 計 さ れ た 手 術 用 ス テ ー プ ル 留 め ・ 切 断 器 械 、 詳 細 に は 、 リ ニ ア 式 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー ２
０ が 示 さ れ て い る 。 リ ニ ア 式 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー ２ ０ は 、 第 １ 近 位 端 に ハ ン ド ル ２ １ を 有
し 、 反 対 側 の 遠 位 端 に エ ン ド エ フ ェ ク タ ー ８ ０ を 有 す る 。 エ ン ド エ フ ェ ク タ ー ８ ０ は 、 本
発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 湾 曲 し て い る が 、 本 発 明 の 基 本 概 念 は 、 エ ン ド エ フ ェ ク
タ ー の 形 状 に 関 係 な く 、 さ ま ざ ま な 手 術 用 ス テ ー プ ル 留 め ・ 切 断 器 械 に 応 用 す る こ と が で
き る 。 左 右 の 構 造 板 (structural plates)（ た い て い 「 ハ ン ド ル プ レ ー ト 」 と 呼 ば れ る ）
３ ４ 、 ３ ５ は 、 そ れ ぞ れ 、 ハ ン ド ル ２ １ を 器 械 の エ ン ド エ フ ェ ク タ ー ８ ０ に 接 続 し 、 か つ
、 本 体 を 形 成 す る （ 図 １ で は 、 左 側 ハ ン ド ル プ レ ー ト ３ ５ は 取 り 除 か れ て お り 、 示 さ れ て
い な い ） 。 ハ ン ド ル ２ １ は 、 右 側 シ ュ ラ ウ ド (shroud) ２ ２ を 有 し 、 こ の 右 側 シ ュ ラ ウ ド
２ ２ は 、 左 側 シ ュ ラ ウ ド に 連 結 さ れ て い る （ 左 側 シ ュ ラ ウ ド は 図 １ に 示 さ れ て い な い ） 。
ハ ン ド ル ２ １ は 、 リ ニ ア 式 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー ２ ０ を 把 持 し 、 操 作 す る た め の 本 体 部 分 ２
３ を も 有 す る （ 図 ２ か ら 図 ５ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 願 の エ ン ド エ フ ェ ク タ ー ８ ０ は 、 さ ま ざ ま な 部 品 を 有 す る 交 換 式 カ ー ト リ ッ ジ モ ジ ュ
ー ル １ ２ ０ と と も に 使 用 す る よ う に 構 成 さ れ た も の と し て 開 示 さ れ て い る が 、 本 発 明 の 基
本 概 念 は 、 さ ま ざ ま な エ ン ド エ フ ェ ク タ ー お よ び カ ー ト リ ッ ジ モ ジ ュ ー ル 構 造 に 、 本 発 明
の 趣 旨 か ら 逸 脱 す る こ と な く 応 用 で き る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 エ ン ド エ フ ェ ク タ ー ８ ０ は 、 カ ー ト リ ッ ジ モ ジ ュ ー ル １ ２ ０ お よ び Ｃ 字 形 状 支 持 構 造 体
８ １ を 含 む 手 術 用 固 着 組 立 体 (surgical fastening assembly)で あ る 。 用 語 Ｃ 字 形 状 は 、
支 持 構 造 体 ８ １ お よ び カ ー ト リ ッ ジ モ ジ ュ ー ル １ ２ ０ の 凹 状 の 特 質 を 記 述 す る の に 本 明 細
書 を 通 し て 使 用 す る 。 こ の Ｃ 字 形 状 構 造 は 機 能 向 上 を 促 進 し 、 本 明 細 書 に お け る 用 語 Ｃ 字
形 状 の 使 用 は 、 手 術 用 ス テ ー プ ル 留 め ・ 切 断 器 械 の 機 能 を 同 様 に 向 上 す る さ ま ざ ま な 凹 状
形 状 を 含 む も の と 解 釈 し な け れ ば な ら な い 。 閉 鎖 部 材 (closure member)２ ８ の 遠 位 端 ３ ０
は 、 カ ー ト リ ッ ジ モ ジ ュ ー ル １ ２ ０ が 入 る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 カ ー ト リ ッ ジ モ ジ ュ ー ル １ ２ ０ は 、 ア ン ビ ル １ ２ ２ に 連 結 さ れ た カ ー ト リ ッ ジ ハ ウ ジ ン
グ １ ２ １ を 含 む 。 カ ー ト リ ッ ジ モ ジ ュ ー ル １ ２ ０ は 、 保 持 ピ ン １ ２ ５ と 、 ナ イ フ （ 不 図 示
） と 、 着 脱 可 能 保 持 器 １ ６ ０ と 、 組 織 接 触 面 １ ２ ７ と を さ ら に 含 み 、 組 織 接 触 面 １ ２ ７ は
、 ナ イ フ の 両 側 の １ つ 以 上 の 列 （ つ ま り ス テ ー プ ル ラ イ ン ） に 互 い 違 い に 配 置 さ れ た 構 造
の 複 数 の ス テ ー プ ル 収 容 ス ロ ッ ト １ ２ ８ を 示 し て い る 。 ス テ ー プ ル （ 不 図 示 ） は 、 カ ー ト
リ ッ ジ ハ ウ ジ ン グ １ ２ １ か ら 、 カ ー ト リ ッ ジ ハ ウ ジ ン グ １ ２ １ の 組 織 接 触 面 １ ２ ７ と 向 き
合 っ て い る ア ン ビ ル １ ２ ２ の ス テ ー プ ル 成 形 面 １ ２ ９ に 向 か っ て 発 射 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 の 開 示 内 容 に 基 づ い て 明 ら か と な る よ う に 、 本 願 の リ ニ ア 式 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー ２
０ は 、 交 換 式 カ ー ト リ ッ ジ モ ジ ュ ー ル １ ２ ０ 付 き の 複 数 回 発 射 装 置 と し て 設 計 さ れ て い る
。 し か し 、 当 然 の こ と な が ら 、 本 発 明 の 基 本 概 念 の 多 く は 、 本 発 明 の 趣 旨 か ら 逸 脱 す る こ
と な く 、 単 回 発 射 装 置 に 同 様 に 応 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 エ ン ド エ フ ェ ク タ ー ８ ０ の 支 持 構 造 体 ８ １ は 、 シ ョ ル ダ ー リ ベ ッ ト ８ ２ お よ び 支 柱 部 ８
３ に よ り 、 左 右 の ハ ン ド ル プ レ ー ト ３ ４ 、 ３ ５ に そ れ ぞ れ 取 り 付 け ら れ て お り 、 支 柱 部 ８
３ は 、 支 柱 構 造 体 ８ １ か ら 延 び て ハ ン ド ル プ レ ー ト ３ ４ 、 ３ ５ に あ る 収 容 穴 に 入 っ て い る
。 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 支 持 構 造 体 ８ １ は 一 部 品 に よ る 構 造 に よ っ て 形 成
さ れ て い る 。 よ り 具 体 的 に は 、 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム の 押 し 出 し 成 形 を 行 い 、 続 い て 機 械 加
工 を 施 し て 本 発 明 に 従 っ て 開 示 さ れ た 支 持 構 造 体 ８ １ を 作 る こ と に よ り 形 成 さ れ る 。 支 持
構 造 体 ８ １ を こ の よ う に し て 作 る こ と に よ り 、 複 数 の 部 品 は 必 要 な く な り 、 付 随 す る 製 造
費 、 お よ び 組 立 費 が か な り 軽 減 さ れ る 。 さ ら に 、 支 持 構 造 体 ８ １ の 一 体 構 造 に よ り 、 本 願
の リ ニ ア 式 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー ２ ０ の 全 体 的 な 安 定 性 が 向 上 す る と 考 え ら れ る 。 さ ら に 、
支 持 構 造 体 ８ １ の 押 し 出 し 成 形 に よ る 一 体 の 構 造 は 、 重 量 を 減 ら し 、 コ バ ル ト の 放 射 線 が
押 し 出 し 成 形 さ れ た ア ル ミ ニ ウ ム を 効 果 的 に 透 過 す る の で 滅 菌 が 容 易 で あ り 、 ま た 、 押 し
出 し 成 形 に よ り 得 ら れ た 滑 ら か な 外 表 面 に よ り 組 織 へ の 外 傷 が 減 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 リ ニ ア 式 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー ２ ０ の ハ ン ド ル ２ １ は 、 ハ ン ド グ リ ッ プ ２ ４ を 含 み 、 外 科
医 は 、 こ の ハ ン ド グ リ ッ プ ２ ４ を 掌 で 把 持 す る （ 図 ２ か ら 図 ５ を 参 照 の こ と ） 。 ハ ン ド グ
リ ッ プ ２ ４ は 、 右 側 シ ュ ラ ウ ド ハ ン ド ル 部 ２ ５ （ 図 １ 参 照 ） 、 お よ び 、 左 側 シ ュ ラ ウ ド ハ
ン ド ル 部 （ 左 側 シ ュ ラ ウ ド ハ ン ド ル 部 は 図 １ に 示 さ れ て い な い ） を 含 む 。 ハ ン ド ル ２ １ の
下 側 か ら 軸 回 転 可 能 に 延 び て い る の は 、 閉 鎖 ト リ ガ ー ２ ６ と 発 射 ト リ ガ ー ２ ７ で あ る 。 図
１ に 図 示 の リ ニ ア 式 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー ２ ０ は 、 閉 鎖 ト リ ガ ー ２ ６ お よ び 発 射 ト リ ガ ー ２
７ が 非 作 動 位 置 に あ る 状 態 で 示 さ れ て お り 、 カ ー ト リ ッ ジ モ ジ ュ ー ル １ ２ ０ は 挿 入 さ れ て
お り 、 保 持 器 １ ６ ０ は 取 り 去 ら れ て い る 。 結 果 と し て 、 カ ー ト リ ッ ジ ハ ウ ジ ン グ １ ２ １ は
、 カ ー ト リ ッ ジ ハ ウ ジ ン グ １ ２ １ と ア ン ビ ル １ ２ ２ と の 間 に 組 織 を 配 置 す る た め に 、 ア ン
ビ ル １ ２ ２ か ら 間 隔 を お い て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ラ ッ プ デ ィ ス ク (lap disc)ま た は 同 等 の 装 置 を 介 し て ハ ン ド ア シ ス ト 式 腹 腔 鏡 下 手 術 を
行 う 際 に 、 本 願 の 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー ２ ０ の 使 用 を で き る だ け 効 果 的 な も の に す る た め に
、 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー ２ ０ に は 、 カ バ ー ２ ０ ０ が 設 け ら れ て い る （ 図 ６ か ら 図 １ ０ を 参 照
の こ と ） 。 カ バ ー ２ ０ ０ は 丸 み が あ り 、 そ の 外 側 表 面 ２ ０ ２ に 沿 っ て 実 質 的 に 滑 ら か で あ
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り 、 そ し て 、 そ の 中 心 に 沿 っ て 実 質 的 に 正 方 形 の 凹 状 部 分 ２ ０ ４ を 含 ん で い る 。 カ バ ー ２
０ ０ は 、 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー ２ ０ の 本 体 を 形 成 す る 矩 形 形 状 の ハ ン ド プ レ ー ト ３ ４ 、 ３ ５
に 押 し 付 け 、 体 組 織 ま た は 他 の 体 液 が 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー ２ ０ の 作 動 部 品 に 入 ら な い よ う
に す る 第 １ の シ ー ル 部 ２ ０ ６ お よ び 第 ２ の シ ー ル 部 ２ ０ ８ を 含 む 。 本 発 明 の 好 ま し い 実 施
形 態 を 説 明 す る の に 特 定 の 形 状 が 開 示 さ れ て い る が 、 形 状 は 、 特 定 の 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー
ま た は 他 の 手 術 用 器 械 に 合 う よ う に 変 え て も よ い こ と は 当 業 者 に は 分 か る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 カ バ ー ２ ０ ０ は 、 第 １ カ バ ー 部 材 ２ １ ０ お よ び 第
２ カ バ ー 部 材 ２ １ ２ か ら 構 成 さ れ る 。 第 １ カ バ ー 部 材 ２ １ ０ お よ び 第 ２ カ バ ー 部 材 ２ １ ２
は 、 ス ナ ッ プ 式 接 続 に よ り 選 択 的 に 摩 擦 係 合 す る 形 状 お よ び 寸 法 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の
よ う に し て 、 例 え ば ハ ン ド ア シ ス ト 式 腹 腔 鏡 下 手 術 中 に 、 こ の よ う な カ バ ー ２ ０ ０ を 利 用
す る こ と が 望 ま し い 場 合 に は 、 カ バ ー ２ ０ ０ を 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー ２ ０ の 周 り に 選 択 的 に
ス ナ ッ プ で 留 め て 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 よ り 詳 細 に は 、 第 １ カ バ ー 部 材 ２ １ ０ は 、 外 側 表 面 ２ １ ４ と 、 反 対 側 の 内 側 表 面 ２ １ ６
を 含 む 。 前 述 し た よ う に 、 外 側 表 面 ２ １ ４ は 、 実 質 的 に 滑 ら か な 表 面 で あ り 、 腹 腔 鏡 下 手
技 中 に 体 内 で 操 作 さ れ て い る と き に 、 ラ ッ プ デ ィ ス ク お よ び ／ ま た は 体 組 織 と の 外 傷 性 接
触 （ traumatic contact） を 最 小 限 に 抑 え る よ う 設 計 さ れ て い る 。 内 側 表 面 ２ １ ６ は 、 手
術 用 ス テ ー プ ラ ー ２ ０ ０ の 本 体 を 収 め る た め に 中 央 凹 部 ２ １ ８ を 含 み 、 そ し て そ れ 故 に 、
上 に 内 側 表 面 ２ １ ６ を 配 置 す る こ と が 求 め ら れ て い る 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー ２ ０ の 本 体 の 形
状 と 実 質 的 に 一 致 す る 形 状 お よ び 寸 法 に 形 成 さ れ て い る 。 凹 部 ２ １ ８ は 、 第 １ カ バ ー 部 材
２ １ ０ の 第 １ 端 部 ２ ２ ０ か ら 第 １ カ バ ー 部 材 ２ １ ０ の 第 ２ 端 部 ２ ２ ２ ま で 延 び て お り 、 凹
部 ２ １ ８ の 横 壁 ２ ２ ４ 、 ２ ２ ６ が 凹 部 ２ １ ８ の 上 側 の 境 界 お よ び 下 側 の 境 界 を 画 定 し て い
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 同 様 に 、 第 ２ カ バ ー 部 材 ２ １ ２ は 、 外 側 表 面 ２ ２ ８ お よ び 反 対 側 の 内 側 表 面 ２ ３ ０ を 含
ん で い る 。 外 側 表 面 ２ ２ ８ は 、 実 質 的 に 滑 ら か な 表 面 で あ り 、 腹 腔 鏡 下 手 技 中 に 体 内 で 操
作 さ れ た と き に 、 ラ ッ プ デ ィ ス ク お よ び ／ ま た は 体 組 織 と の 外 傷 性 接 触 を 最 小 限 に 抑 え る
よ う に 設 計 さ れ て い る 。 内 側 表 面 ２ ３ ０ は 、 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー ２ ０ の 本 体 を 収 め る た め
に 中 央 凹 部 ２ ３ ２ を 含 み 、 そ し て そ れ 故 に 、 上 に 内 側 表 面 ２ ３ ０ を 配 置 す る こ と が 望 ま れ
て い る 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー ２ ０ の 本 体 の 形 状 に 実 質 的 に 一 致 す る よ う な 形 状 お よ び 寸 法 に
形 成 さ れ て い る 。 凹 部 ２ ３ ２ は 、 第 ２ カ バ ー 部 材 ２ １ ２ の 第 １ 端 部 ２ ３ ４ か ら 第 ２ カ バ ー
部 材 ２ １ ２ の 第 ２ 端 部 ２ ３ ６ ま で 延 び て お り 、 凹 部 ２ ３ ２ の 横 壁 ２ ３ ８ 、 ２ ４ ０ が 凹 部 ２
３ ２ の 上 側 お よ び 下 側 の 境 界 を 画 定 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 １ カ バ ー 部 材 ２ １ ０ の 横 壁 ２ ２ ４ 、 ２ ２ ６ に は 連 結 部 材 ２ ４ ２ が 設 け ら れ て お り 、 こ
の 連 結 部 材 ２ ４ ２ は 、 第 ２ カ バ ー 部 材 ２ １ ２ の 横 壁 ２ ３ ８ 、 ２ ４ ０ に 沿 っ て 形 成 さ れ た 対
応 す る 連 結 部 材 ２ ４ ４ と 選 択 的 に 係 合 す る よ う な 形 状 お よ び 寸 法 に 形 成 さ れ て い る 。 本 発
明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 連 結 部 材 ２ ４ ２ 、 ２ ４ ４ は 、 選 択 的 に 摩 擦 係 合 す る 形 状
お よ び 寸 法 に 形 成 さ れ た ス ナ ッ プ 式 の コ ネ ク タ ー で あ る 。 詳 細 に は 示 さ れ て い な い が 、 ス
ナ ッ プ 式 コ ネ ク タ ー 型 の 連 結 部 材 ２ ４ ２ 、 ２ ４ ４ が 、 そ れ ぞ れ 雄 部 品 お よ び 雌 部 品 で あ っ
て 、 こ れ ら の 部 品 は 、 摩 擦 係 合 式 に 相 互 に 嵌 っ て 、 第 １ お よ び 第 ２ の カ バ ー 部 材 ２ １ ０ 、
２ １ ２ を １ つ に し て 保 持 す る も の で あ る こ と は 、 当 業 者 に は 分 か る で あ ろ う 。 た だ し 、 さ
ま ざ ま な 連 結 構 造 を 本 発 明 の 趣 旨 か ら 逸 脱 す る こ と な く 利 用 で き る こ と も 当 業 者 に も 分 か
る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 １ お よ び 第 ２ の カ バ ー 部 材 ２ １ ０ 、 ２ １ ２ を 連 結 し て 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ
る カ バ ー ２ ０ ０ を 作 る の に 加 え て 、 先 に 簡 単 に 述 べ た よ う に 、 第 １ お よ び 第 ２ の カ バ ー 部
材 ２ １ ０ 、 ２ １ ２ の そ れ ぞ れ の 凹 部 ２ １ ８ 、 ２ ３ ２ に よ っ て 画 定 さ れ た 空 間 内 に 組 織 お よ
び 体 液 が 入 る こ と を 防 ぐ た め に 、 カ バ ー ２ ０ ０ に 第 １ お よ び 第 ２ の シ ー ル 部 ２ ０ ６ 、 ２ ０
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８ が 設 け ら れ て い る 。 第 １ お よ び 第 ２ の シ ー ル 部 ２ ０ ６ 、 ２ ０ ８ の そ れ ぞ れ は 、 カ バ ー 部
材 ２ １ ０ 、 ２ １ ２ の 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 ２ ５ ０ 、 ２ ５ ２ 、 ２ ５ ４ 、 ２ ５ ６ に 形 成 さ れ た
シ ー ル 部 材 ２ ４ ６ 、 ２ ４ ８ か ら 構 成 さ れ る 。 こ れ ら の シ ー ル 部 材 ２ ４ ６ 、 ２ ４ ８ は 、 カ バ
ー ２ ０ ０ が 完 全 に 組 み 立 て ら れ た と き に 、 カ バ ー ２ ０ ０ の 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 ２ ５ ８ 、
２ ６ ０ に お い て 第 １ お よ び 第 ２ の シ ー ル 部 ２ ０ ６ 、 ２ ０ ８ を 画 定 す る よ う に 整 列 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 カ バ ー ２ ０ ０ に 丸 み が あ っ て 滑 ら か な 外 側 表 面 ２ ０ ２ を 設 け る こ と に よ り 、 手 術 用 ス テ
ー プ ラ ー ２ ０ を ハ ン ド ア シ ス ト 式 腹 腔 鏡 下 手 術 中 に ラ ッ プ デ ィ ス ク の 可 撓 性 シ ー ル 部 に 通
す と き に 、 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー ２ ０ の 通 過 に よ り ラ ッ プ デ ィ ス ク の 可 撓 性 シ ー ル 部 に 裂 傷
ま た は 損 傷 を 引 き 起 こ す 可 能 性 は 低 い 。 さ ら に 、 滑 ら か な カ バ ー ２ ０ ０ に よ り 、 外 科 医 は
、 下 腹 部 切 除 術 ま た は 他 の 外 科 的 切 除 術 の た め に 腹 部 に 吹 き 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 他 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 か つ 、 図 １ １ お よ び 図 １ ２ を 参 照 す る と 、 カ バ ー ３ ０ ０ は 、 一
部 品 の 本 体 部 材 （ one piece body member） ３ ０ ２ か ら な り 、 こ の 一 部 品 の 本 体 部 材 ３ ０
２ は 、 手 術 用 器 械 の 外 面 の 周 り に 「 ク ラ ム シ ェ ル 」 構 造 に よ っ て 取 り 付 け る よ う な 形 状 お
よ び 寸 法 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 は 、 前 述 し た ２ つ の 部 品 の 構 造 （ two-piece co
nstruction） と 実 質 的 に 同 様 で あ る が 、 内 側 を 向 い た 一 組 の フ ラ ン ジ 部 材 ３ ２ ４ 、 ３ ３ ８
を 接 続 し て い る 一 縁 部 に 沿 っ て リ ビ ン グ ヒ ン ジ ３ ０ ４ を 含 ん で い る 。 こ の 実 施 形 態 は ま た
、 選 択 的 に 連 結 す る よ う に 、 そ れ ぞ れ 別 の 横 壁 ３ ２ ６ 、 ３ ４ ０ に 沿 う 、 か み 合 う 連 結 部 材
３ ４ ２ 、 ３ ４ ４ を 含 む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 願 の リ ニ ア 式 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー は 、 本 願 出 願 人 が 所 有 し 、 継 続 中 の 出 願 と 同 様 の 方
法 で 構 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 リ ニ ア 式 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー ２ ０ の 構 造 お よ び 作 用 に
関 す る さ ら な る 詳 細 は 、 本 願 出 願 人 が 所 有 す る 、 発 明 の 名 称 が 「 ク ロ ー ジ ャ ・ プ レ ー ト ・
ロ ッ ク ア ウ ト ・ フ ォ ー ・ ア ・ カ ー ブ ド ・ カ ッ タ ー ・ ス テ ー プ ラ （ CLOSURE PLATE LOCKOUT 
FOR A CURVED CUTTER STAPLER） 」 で あ り 、 ２ ０ ０ ４ 年 １ ２ 月 ２ ０ 日 出 願 の 米 国 特 許 第 １
１ ／ ０ １ ４ ， ９ ０ ６ 号 で 分 か る 。 米 国 特 許 出 願 第 １ １ ／ ０ １ ４ ， ９ ０ ６ 号 は 、 参 照 す る こ
と に よ り 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 好 ま し い 実 施 形 態 を 示 し 説 明 し た が 、 当 然 の こ と な が ら 発 明 を こ の よ う な 開 示 で 限 定 す
る 意 図 は な く 、 む し ろ 、 本 発 明 の 趣 旨 お よ び 範 囲 に 入 る 全 て の 変 更 お よ び 代 替 構 造 を 包 含
す る こ と が 意 図 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
〔 実 施 の 態 様 〕
（ １ ） 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー の た め の カ バ ー に お い て 、
　 前 記 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー の 周 り に 取 り 付 け る た め の 形 状 お よ び 寸 法 に 形 成 さ れ た カ バ ー
本 体 で あ っ て 、 実 質 的 に 滑 ら か な 外 側 表 面 、 お よ び 前 記 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー の 周 り に 配 置
す る た め の 形 状 お よ び 寸 法 に 形 成 さ れ た 凹 状 部 分 を 含 む 、 カ バ ー 本 体 、
　 を 備 え る 、 カ バ ー 。
（ ２ ） 実 施 態 様 １ 記 載 の カ バ ー に お い て 、
　 前 記 カ バ ー 本 体 が 、 第 １ カ バ ー 部 材 、 お よ び 第 ２ カ バ ー 部 材 を 含 む 、 カ バ ー 。
（ ３ ） 実 施 態 様 １ 記 載 の カ バ ー に お い て 、
　 前 記 第 １ カ バ ー 部 材 、 お よ び 前 記 第 ２ カ バ ー 部 材 が 、 リ ビ ン グ ヒ ン ジ に よ っ て 接 続 さ れ
て い る 、 カ バ ー 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ ４ ） 実 施 態 様 １ 記 載 の カ バ ー に お い て 、
　 前 記 第 １ カ バ ー 部 材 、 お よ び 前 記 第 ２ カ バ ー 部 材 が 、 ス ナ ッ プ 式 の 接 続 に よ っ て 選 択 的
に 接 続 さ れ る 、 カ バ ー 。
（ ５ ） 実 施 態 様 １ 記 載 の カ バ ー に お い て 、
　 前 記 第 １ カ バ ー 部 材 が 、 外 側 表 面 、 お よ び 中 央 凹 部 を 含 む 反 対 側 の 内 側 表 面 を 含 み 、
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　 前 記 第 ２ カ バ ー 部 材 が 、 外 側 表 面 、 お よ び 中 央 凹 部 を 含 む 反 対 側 の 内 側 方 面 を 含 む 、 カ
バ ー 。
（ ６ ） 実 施 態 様 １ 記 載 の カ バ ー に お い て 、
　 少 な く と も １ つ の シ ー ル 部 、
　 を さ ら に 含 み 、
　 前 記 シ ー ル 部 は 、 前 記 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー に 係 合 す る た め に 前 記 凹 状 部 分 に 沿 っ て 形 成
さ れ て い る 、 カ バ ー 。
（ ７ ） 実 施 態 様 ６ 記 載 の カ バ ー に お い て 、
　 前 記 カ バ ー が 、 第 １ 端 部 、 お よ び 第 ２ 端 部 を 含 み 、
　 第 １ シ ー ル 部 が 、 前 記 カ バ ー の 前 記 第 １ 端 部 の 近 傍 に 配 置 さ れ て お り 、
　 第 ２ シ ー ル 部 が 、 前 記 カ バ ー の 前 記 第 ２ 端 部 の 近 傍 に 配 置 さ れ て い る 、 カ バ ー 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ ８ ） 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー に お い て 、
　 第 １ 近 位 端 部 に あ る ハ ン ド ル と 、
　 反 対 側 の 遠 位 端 部 に あ る エ ン ド エ フ ェ ク タ ー と 、
　 前 記 ハ ン ド ル を 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ ー に 接 続 す る 少 な く と も １ つ の 構 造 板 と 、
　 前 記 構 造 板 の 周 り に 配 置 さ れ た カ バ ー で あ っ て 、 前 記 構 造 板 の 周 り に 取 り 付 け る た め の
形 状 お よ び 寸 法 に 形 成 さ れ た カ バ ー 本 体 を 含 み 、 前 記 カ バ ー 本 体 が 、 実 質 的 に 滑 ら か な 外
側 表 面 、 お よ び 前 記 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー の 前 記 構 造 板 の 周 り に 配 置 す る た め の 形 状 お よ び
寸 法 に 形 成 さ れ た 凹 状 部 分 を 含 む 、 カ バ ー と 、
　 を 備 え る 、 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー 。
（ ９ ） 実 施 態 様 ８ 記 載 の 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー に お い て 、
　 前 記 カ バ ー 本 体 が 、 第 １ カ バ ー 部 材 、 お よ び 第 ２ カ バ ー 部 材 を 含 む 、 手 術 用 ス テ ー プ ラ
ー 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ １ ０ ） 実 施 態 様 ８ 記 載 の 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー に お い て 、
　 前 記 第 １ カ バ ー 部 材 、 お よ び 前 記 第 ２ カ バ ー 部 材 が 、 リ ビ ン グ ヒ ン ジ に よ っ て 接 続 さ れ
て い る 、 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー 。
（ １ １ ） 実 施 態 様 ８ 記 載 の 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー に お い て 、
　 前 記 第 １ カ バ ー 部 材 、 お よ び 前 記 第 ２ カ バ ー 部 材 が 、 ス ナ ッ プ 式 の 接 続 に よ っ て 選 択 的
に 接 続 さ れ る 、 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー 。
（ １ ２ ） 実 施 態 様 ８ 記 載 の 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー に お い て 、
　 前 記 第 １ カ バ ー 部 材 が 、 外 側 表 面 、 お よ び 中 央 凹 部 を 含 む 反 対 側 の 内 側 表 面 を 含 み 、
　 前 記 第 ２ カ バ ー 部 材 が 、 外 側 表 面 、 お よ び 中 央 凹 部 を 含 む 反 対 側 の 内 側 方 面 を 含 む 、 手
術 用 ス テ ー プ ラ ー 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
（ １ ３ ） 実 施 態 様 ８ 記 載 の 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー に お い て 、
　 少 な く と も １ つ の シ ー ル 部 、
　 を さ ら に 含 み 、
　 前 記 シ ー ル 部 は 、 前 記 構 造 板 に 係 合 す る た め に 前 記 凹 部 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 、 手 術
用 ス テ ー プ ラ ー 。
（ １ ４ ） 実 施 態 様 １ ３ 記 載 の 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー に お い て 、
　 前 記 カ バ ー が 、 第 １ 端 部 、 お よ び 第 ２ 端 部 を 含 み 、
　 第 １ シ ー ル 部 が 、 前 記 カ バ ー の 前 記 第 １ 端 部 の 近 傍 に 配 置 さ れ て お り 、
　 第 ２ シ ー ル 部 が 、 前 記 カ バ ー の 前 記 第 ２ 端 部 の 近 傍 に 配 置 さ れ て い る 、 手 術 用 ス テ ー プ
ラ ー 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る リ ニ ア 式 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 カ ー ト リ ッ ジ モ ジ ュ ー ル を 取 り 去 っ た リ ニ ア 式 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー の 斜 視 図 で あ
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る 。
【 図 ３ 】 カ ー ト リ ッ ジ ハ ウ ジ ン グ を 中 間 位 置 に 動 か し た 状 態 の リ ニ ア 式 手 術 用 ス テ ー プ ラ
ー の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 カ ー ト リ ッ ジ ハ ウ ジ ン グ を 閉 じ た 位 置 に 動 か し た 状 態 の リ ニ ア 式 手 術 用 ス テ ー プ
ラ ー の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 発 射 ト リ ガ ー が 発 射 位 置 に あ る リ ニ ア 式 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る カ バ ー が 固 定 さ れ た リ ニ ア 式 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 手 術 用 ス テ ー プ ラ ー に 固 定 さ れ た カ バ ー の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 カ バ ー の 上 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 カ バ ー の 底 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 カ バ ー の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 代 替 実 施 形 態 に よ る カ バ ー の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 代 替 実 施 形 態 に よ る カ バ ー の 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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